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Introduction

4 年代表　吉田光志　　3 年代表　原田寛大
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4 年代表　吉田光志

Special Thanks　精研会の皆さま

精密 Lab. へようこそ！本企画は東京大学工学部精密工学科の有志学生が「工学の持
つ無限の魅力を多くの方に楽しく伝えたい」という想いで作り上げた、五月祭で毎
年大人気の体験型展示です。今年は、過去最大級となる計 16 もの企画をご用意いた
しました。毎年ご好評をいただいている、緻密な電子工作の仕掛けを攻略するレー
スゲーム『せいみつスイッチ』をはじめ、空中を優雅に泳ぐロボットや、人の手の
動きを精緻にトレースするロボットアーム。さらには、話題の AI 技術を駆使した「絶
対に勝てないじゃんけん AI」や、理想の姿に変身できる「AI 着せ替えカメラ」など、
ハードウェアからソフトウェアまで、精密工学科らしい多種多様な力作が揃ってい
ます。
今回ご覧いただく展示のすべては、私たちが半年以上の月日をかけ、幾度もの試行
錯誤と失敗を繰り返しながら辿り着いた集大成です。東大生の情熱を力作の数々か
ら感じていただければ幸いです。どうぞ心ゆくまでお楽しみください。

精密工学科は、「ロボテク（ロボット技術）」、「プロテク（ものづくり技術）」、「ヒュー
マンテック（ひと技術）」の 3 つの技術を縦横無尽に活用し、世の中の役に立つも
の、人々を幸せにするものを創出する力をつける学科です。そして、 “ 楽しむ” こと
をモットーとしています。今年の精密 Lab. も、学生達が知恵を絞り、3 つの技術を
駆使して、楽しむことを通じて工学の最前線が分かる企画になっています。伝統の「精
密スイッチ」、最新の AI、ロボット、そしてバーチャルリアリティ、どれもとても楽
しい企画ですが、実は、人と機械（ロボット、AI、コンピュータ）の関係を問う奥の
深いものになっています。ぜひ、体験してください。
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AI と真剣勝負！カメラが君の手の動きを分析
し、出す手を一瞬で予測するよ。未来の技術
は君の作戦を見抜けるかな？「じゃんけんぽ
ん！」の合図で最強 AI に挑戦だ！

AI が君の手を完全予測！

最強じゃんけんAI

2 1

43

14 号館 1F エレベーター裏

AI についてゲームを通して楽しく学ぼう！
４つのミニゲームがぞれぞれ、AI が人間のよ
うな振る舞うために必要な機能について楽し
く体験できるものになってるよ！

AI の中身を一緒に解明！

AI 精密ラボ

最新の AI がキミの手を検知！手をかざすだけ
で 3 輪ロボを魔法のように操れます。強力な
キッカーやドリブル機能を駆使して、工学の
力でシュートを決めよう！

君の手がコントローラー！

スーパーロボットサッカー

箱に手を入れると指先がロボットと同期。単
なる遠隔操作ではなく、物の手触りまで伝わ
るリアルな感覚を体験できます。ロボットアー
ムで「掴む」新感覚を楽しみもう！

君の手がロボットに！

ロボットアーム

14 号館 1F 入口前

整理券あり14 号館 3F プロジェクト室 整理券あり14 号館 3F プロジェクト室

16 ( 土 )　9:00~18:00
17 ( 日 )　9:00~16:00四年企画
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14 号館 3F��� 講義室

センサーが人の動きを捉え、映像や音がリア
ルタイムに反応。観客の動作に空間が応答し、
作品と対話するような感覚を味わえるよ。技
術と表現が融合した体験型アートだよ！

光・音・映像、五感を揺さぶる。

精密メディアアート

手が遠くまで伸びるようになった時、空間を
広く感じられるようになる。VR によって可能
になった新技術による錯覚体験をお届けしま
す。

空間が変形する新時代の錯覚

現実拡張空間

14 号館 1F��� 講義室

サイコロ型ロボットが内部のホイールを回し
てバランスを取り、頂点で立つよ。倒れても
自動で起き上がるしくみと制御の工夫を見て
みよう！

角で立つ立方体！

3 軸制御バランスキューブ

最新の AI があなたの動きをリアルタイムで解
析。画面の中の自分に一瞬で好きな服着せる
よ！まるで魔法のような、変身体験をしてみ
よう！

AI パワーで、すぐに変身！

AI 着せ替えカメラ
14 号館 1F ��� 講義室

整理券あり14 号館 3F��� 講義室

楽しい企画が盛りだくさん！是非お越しください。



せいみつスイッチ

立体四目並べ

AR ターゲットを狙って協力プレイ！AR ターゲットを狙って協力プレイ！
戦車に付けられたカメラの映像をリアルタイムでモニターに表示。
2 人で協力して映像の中に表示された的を撃破しよう！

　14 号館 1F ��� 講義室  　　　整理券あり

せいみつ PONG ！

AR タンク

16 ( 土 )　9:00~18:00
17 ( 日 )　9:00~16:00三年企画

指先で操れ！精密コントロールに挑戦！指先で操れ！精密コントロールに挑戦！
自在に操作できるボール「スフィロ」を操り、次々に現れる
仕掛けを攻略してゴールを目指そう！

　14 号館 3F プロジェクト室　　　整理券あり

体を動かして AI に挑め！次世代ピンポンバトル体を動かして AI に挑め！次世代ピンポンバトル
映像を床面に投影し、現実の人の動きとリンクさせます。
アイテムを駆使して、最強の AI に勝利しよう！

　14 号館 1F 142 講義室 　　　整理券あり

立体で勝負！新感覚の四目並べ立体で勝負！新感覚の四目並べ
ワイヤー放電加工を用いて削り出された、立体四目。
精密加工技術が生み出す、頭脳戦を体験しよう！

　14 号館 1F 自動販売機前フロア　　

-�-



バルーンロボット

ロボットチェス

ジャングル・スコープ

お絵描きシューティング

空に浮かぶロボット！不思議な操作体験！空に浮かぶロボット！不思議な操作体験！
ヘリウムの力でリモコンでヒレを動かして、空中を泳がせよう。

「バルーントーク」では、悩みや質問をロボットにぶつけよう。

　14 号館 3F ��� 講義室　　

声で駒が動く！魔法みたいなチェス！声で駒が動く！魔法みたいなチェス！
ハリーポッターのチェスのように、あなたの声で駒を動かそう！
頭脳戦とテクノロジーが融合した、チェスに挑戦してみよう！

　14 号館 3F プロジェクト室  　　　整理券あり

ジャングルの秘境を探検！ジャングルの秘境を探検！
VR 映像と連動した風が吹き付ける！加速、旋回、急降下
まで体感できる風が、 あなたをゲームの世界へと引き込みます！ 

　14 号館 3F ��� 講義室   　　　整理券あり、13 才以上のみ

描いた線がフルーツの弾に変身！描いた線がフルーツの弾に変身！
機械学習を用いて、自分で描いた線の形にあったフルーツの弾が
生まれるシューティングゲーム。

　14 号館 1F ��� 講義室　

※画像はイメージです。

楽しい企画が盛りだくさん！是非お越しください。

-�-
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ミクロの世界から、ヒト・動物の
モニタリングを目指して
伊藤・山本研究室

��:�� ~ ��:��　 工 14 号館 7F ��� 号室前廊下

極小 MEMS ひずみセンサをはじめとした MEMS デバイス（マ
イクロスケールのデバイス）と、それらを利用した IoT デバ
イス / ヒトや動物のモニタリング用デバイスについての研究
を紹介します。

最先端研究を支える超精密なもの
づくり
三村・細畠研 & 精密工作工房

��:�� ~ ��:��　 工 14 号館 B�F ��� 号室

超精密な X 線光学素子の展示 + 工作機械の高速動作デモン
ストレーションをご覧いただけます。

次世代超音波システムで新たな医
療技術を創る
音響創成工学研究室 （森田・今城研究室）

��:�� ~ ��:��　 工 14 号館 6F ��� 号室
本研究室では、超音波技術を応用した遠隔手術ロボットや細
胞制御技術などの発展に寄与する研究を行っています。基礎
と応用の両面を研究することにその特徴があります。体験型
デモンストレーションを交えながら、開発したデバイスや技
術を紹介します。

�D 形状処理技術とデジタルもの
づくり
大竹・小山研究室

��:�� ~ ��:��　 工 14 号館 9F ��� 号室

�D スキャナなどの 3D 形状処理技術や、それを活用したデ
ジタルものづくり研究の紹介を行います。

OPEN Lab.
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精密工学科の研究室が主催で展示を行います。貴重な展
示が盛りだくさん！ぜひお越しください！
※OPEN Lab. 企画の詳細は変更される場合もあります。
五月祭当日、14 号館 1 階の掲示などをご覧ください。

人間を支援するシステム

太田・原研究室
��:�� ~ ��:��　 工 14 号館 4F ��� 号室

我々は、ロボットの技術を身近な生活に生かすことを目指し
て研究を 行っています。今回は、移動ロボットやバーチャ
ルリアリティ技術を 利用した、人間を支援するシステムの
デモや展示を行います。

「サステナブル× デジタル」の
ものづくり
サステナビリティ設計学研究室（梅田・木下研究室）

��:�� ~ ��:��　 工 14 号館 10F ���� 号室
本研究室では、持続可能社会の実現に向けて工学と社会を結
びつけるための新しい学問を研究しています。デジタル技術
を用いたものづくり（生産システム）のデモや、バーチャル
リアリティー (VR) を活用した未来社会デザインのデモを紹
介します。

光を駆使して実現する最先端もの
づくり
高橋・道畑研究室

��:�� ~ ��:��　 工 14 号館 B�F ��� & ��� 号室
“光” は、離れたものに触れずに作用すること（空間伝搬・
遠隔制御性）や、その作用を微小領域に限定可能（エネルギ
の局在性）な、現代生産技術におけるエネルギーの中でも特
に重要なものの 1 つです。その光エネルギーを駆使したマイ
クロ / ナノ加工や高精度 / 高感度計測といった、次世代もの
づくり技術を紹介します。

最新の医療支援技術紹介

医用精密工学研究室（小林・中川・富井研究室）
��:�� ~ ��:��　 工 14 号館 7F ��� 号室

手術支援ロボット、安全性の高いメス、不整脈治療技術など、 
医療を支える様々な工学技術を紹介します。

OPEN Lab.



何がで
きる？
来場者支援システム

精密チケット使ってみ
よう

案内ロボット
気になる企画をチェック！

待ち時間表示もあるよ

精密チケット
二次元コードから

整理券を取得しよう！

呼び出し
自分の番が近づいたら

LINEの通知でお知らせ！

案内ロボット話してみ
よう

待機モードでは、
ロボットがあなたをお出迎え！

呼び込みアクション待ち時間をマップ表示
スクリーンのマップで
企画場所と待ち時間がわかる！

参加したい企画の教室の
前にある二次元コードを
読み取って整理券をゲット！

待っている間に、他の
企画にも遊びに行こう！

自分の番が近づいたら
LINEでお知らせ！
見逃さないようにしよう！

自分の番号が呼ばれたら
待機列に並ぼう！
5-15分程度で遊べるよ！

1．整理券を取得 2．待ち時間を確認

�．LINEで通知 4．列に並ぼう

制作背景など詳細は、こちらの二次元コードから個人情報の取得・利用について
本システムでは、プライバシー保護のため、
個人を特定可能な情報（本名、住所、電話番号等）は一切収集せず、
個別通知の宛先特定に必要な情報（LINE内部識別子（userId）、LINE表示名）のみを取得します。

（整理券の重複発行防止、対象者のみへの正確な通知送付のために不可欠な情報です。）

データは、LINE Front-end Framework (LIFF) を用いた認証により収集し、
Google Cloud (Firebase Firestore) による暗号化管理により管理します。
スタッフ専用の管理画面からのみ番号の更新が可能となっています。

データベースの読み書き権限は厳格に制限されており、外部からの不正アクセスを
遮断しています。
五月祭終了後（2026年5月下旬予定）、収集した全てのデータは管理者によって一括削除され、
一切の情報を保持しません。

気になる企画をAIに相談
ボタンを押して対話モードに。
精密Lab.について、AIと話してみよう！

2つのモードを自在に切り替え！

案内ロボット 精密チケット

-��-
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ま
る
絆
は
︑
単
な
る

仲
良
し
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
で
は
な
く
︑
同
じ
理
想
を
追
求
す

る
開
発
チ
ー
ム
と
し
て
の
連
帯
感
に
近
い
も
の
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
︒

ー
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
！

吉
田  

精
密
 
 
 
 
は
僕
た
ち
が
半
年
以
上
か
け
て
企
画
︑

開
発
︑
運
営
し
て
き
た
集
大
成
で
す
︒
子
供
か
ら
大
人
ま
で

た
く
さ
ん
の
方
に
工
学
の
魅
力
や
楽
し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
来
ま
し
た
︒
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
と
嬉
し
い
で
す
！

原
田  

毎
年
多
く
の
方
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
き
︑
グ
ラ
ン
プ

リ
を
複
数
回
獲
得
し
て
い
ま
す
︒
今
年
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
︑
ぜ
ひ
QR
コ
ー
ド
よ
り
僕
た
ち
精
密
 
 
 
 
に
投

票
お
願
い
い
た
し
ま
す
！   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

原
田  

本
当
に
そ
う
で
す
ね
！
例
え
ば
︑
回
路
設
計
に
強
い
メ

ン
バ
ー
と
︑
ゴ
リ
ゴ
リ
に
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
書
き
た
い
メ
ン

バ
ー
が
組
む
こ
と
で
︑
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
境
界
を
越
え
た

最
適
化
が
可
能
に
な
り
ま
す
︒
自
分
一
人
の
視
点
で
は
技
術

的
な
限
界
だ
と
思
っ
て
い
た
壁
を
︑
仲
間
の
知
見
が
軽
々
と

壊
し
て
く
れ
る
︒
そ
の
瞬
間
の
ワ
ク
ワ
ク
感
が
︑
精
密

で
の
開
発
の
醍
醐
味
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

ー
今
年
は
さ
ら
に
発
展
し
た
企
画
が
多
い
と
聞
き
ま
し
た
︒

ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
︒

吉
田  

大
幅
に
進
化
し
た
背
景
に
は
︑
も
ち
ろ
ん
学
生
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
︑
生
成
AI
の

ー
精
密
で
は
何
を
学
ぶ
ん
で
す
か
？

吉
田  

精
密
工
学
科
は
名
前
か
ら
学
ぶ
内
容
が
想
像
し
づ
ら
い

と
よ
く
言
わ
れ
る
の
で
す
が 

︑
実
際
は
機
械
・
電
気
・
情
報

な
ど
を
横
断
し
な
が
ら
工
学
を
学
べ
る
︑
非
常
に
守
備
範
囲
の

広
い
学
科
で
す
︒
特
定
の
分
野
に
閉
じ
ず
︑
基
礎
か
ら
応
用
ま

で
幅
広
く
触
れ
ら
れ
る
の
で
︑﹁
ま
ず
は
広
く
理
解
し
て
か
ら

自
分
の
得
意
を
伸
ば
し
た
い
﹂
と
い
う
人
に
合
っ
て
い
ま
す
ね
︒

原
田  

僕
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
か
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
か
を
最
初
か
ら
一

つ
に
絞
り
き
れ
ず
︑
AI
も
ロ
ボ
ッ
ト
も
色
々
や
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
あ
り
ま
し
た
︒
精
密
工
学
科
は
そ
の
点
︑
興
味
に
合
わ

せ
て
動
け
る
余
地
が
大
き
く
︑
や
り
た
い
こ
と
が
複
数
あ
る
段

階
で
も
入
り
や
す
い
の
が
魅
力
で
す
︒

ー
五
月
祭
企
画
﹁
精
密

　
　

　 ｣

に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
︒

吉
田  

今
年
は
企
画
数
が
��
個
で
あ
り
︑
学
科
と
し
て
非
常
に

気
合
が
入
っ
て
い
ま
す
︒
最
新
の
研
究
を
元
ネ
タ
に
し
た
企
画

や
︑
近
年
の
AI
ブ
ー
ム
を
反
映
し
た
企
画
も
あ
り
ま
す
︒
VR
や

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
で
身
体
感
覚
を
拡
張
す
る
体
験
な
ど
︑
見
ど

こ
ろ
も
多
い
で
す
よ
︒

原
田  

加
え
て
︑
単
に
﹁
作
る
﹂
だ
け
で
な
く
五
月
祭
半
年
前

か
ら
予
算
管
理
や
来
場
者
の
満
足
度
︑
回
転
率
と
い
っ
た
﹁
運

営
の
現
実
﹂
ま
で
考
え
て
動
く
の
が
精
密
流
で
す
︒
学
術
的
な

枠
を
超
え
て
︑
も
の
づ
く
り
の
実
践
を
ま
る
ご
と
学
べ
る
の
が

面
白
い
で
す
ね
︒

吉
田  

ま
た
︑
先
ほ
ど
精
密
工
学
科
は
幅
い
分
野
で
の
学
び
が

多
い
と
言
い
ま
し
た
が
︑
学
生
も
人
そ
れ
ぞ
れ
興
味
の
多
様
性

が
あ
り
ま
す
︒
そ
れ
ら
を
チ
ー
ム
開
発
で
結
び
つ
け
る
こ
と
で

精
密
 
 
 
 
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
企
画
を
作
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
ね
︒

L
a

 b.

 

L
a

 b.

 

L
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L
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４年 学年代表

 吉田光志
３年 学年代表

 原田寛大

学年代表対談

五月祭開催中、精密工学科では、さまざまな企画と並行して進路相談会も行います！「どんなカリキュラムなの？」
「実際課題とかって大変？」「学生ってどんな雰囲気？」など、皆さんの疑問を学生に質問できる場もあります。
進路選択の参考になる情報を余すことなくお届けする予定です！
五月祭で精密工学科に興味を持ってくれたあなたも、この機会にぜひお越しください。

時間：両日とも  13:00   ~  16:00　　　 場所：工14 号館 １F ���号室にて
進路相談会進路相談会

時間：両日とも  13:00   ~  16:00　　　 場所：工14 号館 １F ���号室にて

Look



東京大学精密工学科
N

o. �

本研究室では運動疾患を有する人を支援する技術の研究開発を
目指しております。我々は実際に運動支援やリハビリテーショ
ンをするために、ヒトが運動を実現するメカニズムを理解する
ための基礎研究から、それを支援システムに活用するための応
用研究まで幅広く研究を行っております。

飯田研究室は、ソフトロボティクスや身体性に着目し、生物に
学ぶ柔軟で賢いロボットの実現を目指す研究室です。材料・構造・
知能を統合し、人と共存する次世代ロボットの基盤技術を探求
しています。

細胞が行う様々な活動を音響 , とくに超音波によってコントロー
ルする技術を研究しています . 再生医療などの医療技術から , 培
養食料やバイオアクチュエータなどまで様々なバイオアプリ
ケーションの発展に貢献することを目指しています . 実際に医
療や産業界で使っていただける技術の開発を意識し , 医師や企
業と協力しながら研究を進めています .

超小型のセンサシステムである N/MEMS を小型のプリント基板
やプラスチック、布の上に実装集積化技術を開発しています。
この技術を基に、工場の機械の稼働状態や、橋の健全性など人
をとりまく環境の時々刻々の稼働状態を認識するセンシング技
術の確立をめざしています。さらに、橋や農場などへセンサを
実装するフィールド実験を積極的に 行っています。

アシストロボット

ソフトロボティクス

ネットワーク MEMS

音響細胞工学
サステナビリティ設計学

安 琪 研究室

飯田 史也 研究室

伊藤 寿浩 研究室

今城 哉裕 研究室

梅田 靖 研究室

N
o. �

N
o.

 �
N

o. �
N

o.
 �

N
o.

 �

人と相互作用し支援する群ロボットの知能化に関する研究を
行っております。それと同時に人間自身の適応機能の解明も行っ
ています。具体的には「ロボットシステム設計」、「大規模生産
/ 搬送システム設計と支援」、「人の解析と人へのサービス」と
いう 3 つの分野において研究を行っており , 人を長期的に支援
する群知能ロボットの開発を目指しています。

太田 順 研究室

工学と社会を結びつけるような、新しい設計学、ものづくりの
方法のテーマを扱っています。各テーマでは共通して「持続可
能な社会実現」を見据えており、それに向けたシャープな問題
設定、計算機による意思決定支援を目指しています。技術だけ
でなく、市場の様子、人間の意思決定プロセス、環境など、あ
らゆる方面からアプローチするため、社会的ミッションとの親
和性も高い分野です。 移動ロボティクス

-��-



研究室紹介

治療支援工学

N
o. ��

計算機上で 3 次元の形状モデルを扱うためのアルゴリズムを研
究しています。精密なものづくりにおいて、3D スキャナーを用
いた実製品の解析や検査などのための技術は広く普及してきて
おり、それらの技術の更なる高度化に貢献したいと考えていま
す。

持続可能な社会の実現を目指して、様々な製品やサービス ( 例
えば、電気自動車、シェアリングサービス ) を社会の中でどの
ように使うべきかを明らかにするために、現在から未来に至る
までの「シナリオ」を設計しています。本研究室では、計算機
によるシミュレーションやデジタルツール (VR、ChatGPT など ) 
を駆使して、人間の知的活動に基づく創造的なシナリオの作成
を支援しています。

本研究室ではヒトの脳・神経・血流などの反応を観測し解析し、
モデル化するという研究を行っています。脳や神経などの働き
をモデル化することで計測した生体信号からヒトがどのような
状態にあるのかを判断できます。生体反応の謎はまだ多くある
のでこれからも多くの新しい発見があるでしょう。最近では脳
の計測信号から利用者の意図を直接読み解く技術 (BCI) や脳神
経の働きの数理モデル化などが研究されています。

メカトロニクス技術と生産加工技術を活用することで、今まで
にないロボットを作り出すことを目指して研究を進めています。
アディティブマニュファクチャリングや微細加工などをベース
とした最先端の加工・組み立て技術を開発し、それらを用いて
革新的なメカトロニクスデバイス（アクチュエータ・センサ等）
を実現しようとしています。

形状モデリング工学

社会システム設計学

生産加工技術・メカトロニクス

生体計測・生体信号処理

大竹 豊 研究室

木下 祐介 研究室

木村 文信 研究室

小谷 潔 研究室

小林 英津子 研究室

N
o. �

N
o.

 �
N

o. ��
N

o.
 �
�

N
o.

 �

最適化計算や機械学習などの数理技術を駆使して様々なデザイ
ン活動を支援するシステムの開発を行っています。数理技術の
新しい使い方や効果的なインタラクションを探求することで、
デザイン活動をより高度化・効率化することを目指します。応
用先としてコンピュータグラフィクス（2D/�D 映像制作、もの
づくりのための 3D 形状処理など）を中心に幅広く扱います。

小山 裕己 研究室

低侵襲手術を支援するためのロボット・デバイスの研究を行っ
ています。医師との密接な連携のもと外科医の熟練した技術の
定量化や、患者さんのより良い術後状態実現のための、新しい
ロボット・デバイス研究を行っています。これにより安全確実
な新しい治療支援システムの実現を目指しています。 デザイン支援システム

-��-



ロボット・バイオ・光・加工など幅広い工学を
扱う精密工学科の研究室をわかりやすくご紹介。

N
o. ��

生体システムは、分子―細胞―組織といった様々なスケールの構造が階
層構造を作り機能を実現します。細胞というミクロのレベルから実験的
に生命現象を解き明かし、数理の言葉を介してマクロな生体システムの
理解につなげることを目指しています。神経活動の多点電気計測技術と
マイクロ加工技術を基盤技術として、主に培養神経ネットワークや脳組
織を対象に研究を進めています。

生命誕生の源泉であり、最先端物理学発展の主役でもある “光” 
に着目し、光が根源的に有する “ツール” としての可能性を追求
することで、未来社会を大きく変えうるナノマイクロ領域の新
概念光応用技術の開発を目指しています。物理機構学習 AI によ
る機能成長型超解像光学ルーペ、局在光エネルギの動的制御を
用いたセルインマイクロファクトリ、ウォータガイドレーザ加
工の高機能化技術開発などの研究を進めています。

私たちは音と光を駆使して、生体や細胞を操作し治療を行う新
しいバイオ・医療技術の研究開発に取り組んでいます。音と細
胞の相互作用のような瞬時に起こる現象を明らかにするために、
そのような現象を可視化し直接的に観察できる、最先端の超高
速イメージング技術も開発しています。これにより、現象の根
本的理解を深め、次世代の治療法や診断法の開発に寄与してい
ます。

患者の生活の質を向上させ、医療現場の課題を解決する事をめざして、
医療支援技術の研究開発をしています。生体現象を再現する数値モデル
と、機械学習等の最適化手法を組み合わせることで、限られた計測信号
から生体の状態を把握し、治療の最適化につなげる事をめざし、以下の
研究に取り組んでいます。
◯心電図解析による心臓不整脈の診断・治療技術
◯患者・医療従事者にやさしいフレキシブル超音波イメージング
◯柔軟組織を適切に操作する外科手術支援ロボット

神経工学

光製造科学

情報生体工学

バイオイメージング

サービス工学

榛葉 健太 研究室

高橋 哲 研究室

富井 直樹 研究室

中川 圭一 研究室

原 辰徳 研究室

N
o. ��

N
o.

 �
�

N
o. ��

N
o.

 �
�

N
o.

 �
�

主に光学素子を対象に、新しい機能を実現するための曲面や微
細パターンを創出する超精密切削加工法について研究していま
す。新しい加工方法や工具の開発を通じて、これまで実現不可
能だった形状や加工困難だった材料、または達成困難だった精
度での超精密加工を可能にし、最先端の科学と産業の発展に貢
献します。

細畠 拓也 研究室

ものづくり、デザイン、接客スキル、観光情報などを中心に、サー
ビス工学の研究を進めています。サービスというのは「誰かの
ために何かをする」こと全体を意味しており、製造業にもサー
ビス業にも共通する考えや仕組み、また技術的なサポートの方
法について考えています。 超精密切削加工

-��-



マイクロシステム
インターフェース工学

N
o. ��

「新しい原理を開拓する超精密計測への挑戦」これまで測定が困
難であった微細スケール対象の計測、加工環境におけるインプ
ロセス・オンマシン計測、超高精度計測を実現するため、知的
計測原理および精密計測原理の確立を目指した研究を行なって
います。

大は太陽観察から小は細胞観察まで、三村研究室は精密なもの
づくりにより天文宇宙分野から細胞生物学分野まで広範な最先
端科学に貢献しています。極限の超精密なものづくりの研究を
行うとともに、大型放射光施設 SPring-� において顕微鏡を開発
し、天文分野の研究者と太陽観察用望遠鏡ミラーの開発を行っ
ています。また、切削加工、放電加工、レーザー加工などあら
ゆる加工現象に対して放射光 X 線を用いた高速撮像による解析
を行っています。

人間の目の働きをコンピュータで実現する技術 ( 画像処理、コ
ンピュータビジョン ) やセンサ情報処理技術を中心として、ロ
ボット、マルチメディア、ヒューマンインターフェースなど基
礎理論から実応用まで幅広く、社会に貢献できる技術開発を強
く意識して研究しています。

革新的音響デバイス、特に独自の音響集束構造を利用した MHz 
帯の高出力振動子 (ELIPS) の開発を通じて、超音波が持つ可能
性を探求しています。また、超音波エネルギーを様々な視点か
ら研究し、力覚フィードバックを有するロボット開発や、次世
代の低侵襲手術機器への展開、超音波と細胞のインタラクショ
ンを解明するバイオ応用研究等、幅広い応用先を探っています。

精密計測

超精密加工

音響創成工学

実環境ロボット情報学

メカトロニクス・ロボティクス

道畑 正岐 研究室

三村 秀和 研究室

森田 剛 研究室

山下 淳 研究室

山本 晃生 研究室

N
o. ��

N
o.

 �
�

N
o. ��

N
o.

 �
�

N
o.

 �
�

ナノ・マイクロレベルでの表面／界面／構造の機能を解明し、
異種機能を発現する構造を（3 次元）集積／付与することで、
実デバイス／システムへと応用することを目指しています。

山本 道貴 研究室
ロボットやインタラクションへの応用を念頭にアクチュエータ
( モータ )・センサ・ハプティックデバイスなどのメカトロニ
クス要素デバイスの研究開発を行っています。柔軟で力強いア
クチュエータ、人との接触や近接を検出するセンサ、ロボット
の新たな移動機構、仮想空間や映像の上で人に触感を提示する
ハプティックデバイス、などが近年の主要な研究テーマです。
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